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　新入社員の皆様、この度はご入社、誠におめ

でとうございます。土木業界への第一歩を踏み

出されたこと、心よりお祝い申し上げます。

　環境が大きく変わり、これからへの期待や不

安が入り混じっているのではないでしょうか。当

時の私は正直、不安が８割近くを占めていたと

いっても過言ではありません。「これから頑張って

いくぞ」と意気込む反面、初めての現場や業務

に戸惑うことも多く、「このまま続けていけるのだ

ろうか？」と何度も思いました。

　ですが、どうか安心してください。最初は分

からないことが多いのが当たり前ですし、もし

戸惑うことがあっても遠慮なく先輩社員に相

談してください。先輩社員は、皆さんが思うより

皆さんのことを気にかけ、些細なことでも相談

してほしいと思っています。全力で力になってく

れるはずです。

　また、現場では、多くの人と話し合いながら仕

事を進めます。その分、現場が無事に終わったと

きの喜びは大きく現場ならではのやりがいだと感

じます。その点で、コミュニケーションはとても大

切です。スムーズな作業進行、事故の未然防

止にも大きく関わってきます。緊張することがあっ

ても、臆せず話をしてみると、相手の考えがよく

分かったり、自分の間違いに気づけたりしますか

ら、積極的にコミュニケーションをとってみてくだ

さい。そして、土木業界は技術の進歩とともに変

化をし続けており、新しい技術や方法を学び続

けることが求められています。皆さんの新しい視

点や意見が大きな影響を及ぼすことも十分に考

えられますから、躊躇せず、自分の考えを発信し

てもらえると嬉しいです。

　最後に、健康には十分に気を付けてくださ

い。健康な身体･心があっての仕事です。限界

が来る前に休む、悩み事があれば周りに相談す

るといったことを是非心掛けてください。

　このメッセージが、新入社員の皆さんにとって

励みとなり、前向きな気持ちで土木業界に飛び

込む手助けとなれば幸いです。

土木業界に飛び込むにあたって



ようこそ土木業界へ！

　新入社員の皆さん、ご入社おめでとうござ

います。数ある業界の中から、この土木業界

に足を踏み入れてくれたことをとても嬉しく思

います。

　仕事をしている中での一番のやりがいは、自

分の仕事が後世にわたって形として残ってい

くことだと感じています。何もないところから始ま

り、日々少しずつ自分たちの手によってものが

つくられ、少しずつ目に見えるようになっていく

ことに達成感を得られます。現場周辺の地域

の方々に工事の説明や予定、進捗を話したり

すると土木に興味を持ってもらえたり、「完成

楽しみにしているよ」「頑張ってね」と応援して

もらえたりするのも、この仕事をしていてよかっ

たなと思える瞬間のひとつです。

　最初は誰でも、知識と技術を身につけるた

めの修行の期間があると思います。分からない

ことはそのままにせず、一旦自分で考えたり調

べたりして自分の考えや意見を持った上で周

りに聞き、すぐに解決して吸収していくことが大

切です。強面の男性が多い中で話しかけるの

は勇気がいると思いますが、いざ話してみると

案外優しく丁寧に教えてくれたりします。また

普段からコミュニケーションを大切にしておく

と、困った時に助けてもらいやすいです。修行

期間を乗り越えて徐々に仕事を任せてもらえ

るようになると、ものづくりの楽しさを心から感じ

られると思います。さらに、成果が目に見えてつ

くられるからこそ、自分の成長をより感じること

ができるのも、この仕事の良いところです。

　また仕事だけでなく、生活面で大きく変化が

ある人も多いのではないでしょうか。仕事に精

を出すことはもちろん大切ですが、自分の身を

いたわるのもそれ以上に大切なことです。たくさ

ん食べてたくさん寝て、休みの日にはたくさん

遊んで、皆さんのこれからの人生が充実したも

のになると嬉しいです。

　わたし自身もまだまだ下っ端ですが、皆さん

と共に、この土木業界で成長していけることを

楽しみにしています。
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新たな一歩を踏み出す皆さんへ  
「建設業界での成長と挑戦のメッセージ」

　この度は、建設業界へのご入社、心よりお祝

い申し上げます。新しい環境でのスタートには

期待と不安が入り混じることと思いますが、皆さ

んが選んだ道は、多くの人々の生活を支える重

要な役割を担っています。是非一緒に頑張って

いきましょう。私はこの春で入社15年目を迎えま

した。これまでの現場と内勤部署での経験を踏

まえて、皆さんにメッセージをお伝えしたいと思

います。

　まず、建設業界は非常に多様性に富んだ分

野です。私自身、現場での施工管理業務を通じ

て、様々なプロジェクトに携わってきました。それ

ぞれのプロジェクトには独自の課題があり、その

解決策を見出す過程で多くの学びや出会いが

ありました。現場での経験は、ものづくりの最前

線で技術を身につける貴重な機会です。積極

的に現場に足を運び、先輩方から学ぶ姿勢を

大切にしてください。

　次に、内勤業務においても、現場で得た知識

や経験が非常に役立ちます。設計や計画を行

う際には、実際の施工状況を理解していること

が重要です。現場経験を基に、理論だけではな

く実践的な視点を持つことで、より良い提案や

改善策を生み出すことができます。このように、現

場と内勤の両方の経験を活かすことで、自身の

成長につながっていくと私は考えています。

 また、仲間とのコミュニケーションも非常に重要

です。建設業はチームワークが不可欠な業界で

す。現場では多くの専門家が協力し合い、一つ

のプロジェクトを完成させます。互いに意見を交

わし、助け合うことで、より良い成果を生むことが

できます。困難な状況に直面した際には、遠慮

せずに周囲に相談し、共に解決策を見つけてく

ださい。

　最後に、皆さんがこれからのキャリアを築く中

で、失敗や挫折もあるかもしれません。しかし、そ

れらは成長の糧となります。失敗を恐れず、挑戦

し続けることで、必ずや素晴らしい技術者へと

成長できるはずです。皆さんの未来に期待し、

共にこの業界を盛り上げていきましょう。

　改めて、皆さんのご入社を祝福し、今後の活

躍を心より願っております。
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